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[要約] 

 【企業部門】2022 年 11 月の輸出、生産はいずれも前月から減少した。輸出数量指数は

前月比▲2.0％だった。半導体市場の悪化や外需の縮小により、資本財や中間財輸出が

減少した。鉱工業生産指数は同＋0.2％と 3カ月ぶりに上昇した。 

 【家計部門】2022 年 11 月の消費と雇用はまちまちな結果となった。二人以上世帯の実

質消費支出は前月比▲0.9％と 3 カ月ぶりに減少した。10 大費目では「被服及び履物」

や「家具・家事用品」などが前月から減少した。雇用関連指標では、完全失業率が 2.5％

と前月から低下した。有効求人倍率は 1.35倍と前月から横ばいだった。 
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2022年 11月の貿易統計（確報）によると、輸出金額

は前年比＋20.0％と 21 カ月連続で増加した。輸出数量

は、季節調整値の前月比で▲2.0％と 3 カ月ぶりに減少

した。欧州や中国向けの自動車輸出は増加したが、半導

体市場の不況や外需の縮小により資本財・中間財輸出は

減少した。地域別に見ると、米国向け（同▲5.6％）や

アジア向け（同▲5.2％）が減少した一方、EU向け（同

＋2.8％）は増加に転じた。 

先行きの輸出数量は横ばい圏で推移した後、中国経済

の正常化に伴い、増加基調に転じるとみている。ただし、

米欧向けでは金融引き締めによる需要減少が引き続き

重しとなる見込みだ。 

 

2022年 11月の鉱工業生産指数（確報、季節調整値）

は前月比＋0.2％と 3 カ月ぶりに上昇した。業種別に見

ると、化学工業（除.無機・有機化学工業）（同＋8.6％）

などが上昇した。出荷指数は同▲0.1％、在庫指数は同

＋0.3％、在庫率指数は同＋3.3％であった。経済産業省

は速報時の基調判断を「総じてみれば、生産は弱含んで

いる」に下方修正した。 

先行きの生産は横ばいで推移した後、増加基調に転じ

るとみている。当面は、欧米での利上げによる外需の縮

小と供給制約の緩和の影響が拮抗しよう。他方、中国で

の感染対策の緩和によって経済正常化が進展するにつ

れて、日本の生産指数が押し上げられるとみている。 

 

2022年 10月の機械受注統計（季節調整値）によると、

民需（船舶・電力除く）は前月比＋5.4％と 3 カ月ぶり

に増加した。ただし、均して見れば増加基調は一服して

いる。内閣府は基調判断を「持ち直しの動きに足踏みが

みられる」に据え置いた。製造業（同▲6.4％）では幅

広い業種からの受注が減少した。非製造業（船電除く）

（同＋14.0％）はデータセンター関連投資が押し上げた。 

先行きの民需（船電除く）は緩やかな増加基調に転じ

るとみている。インバウンド消費の回復に加え、全国旅

行支援などがサービス消費を喚起し、非製造業で設備投

資意欲が高まるだろう。他方、海外景気の悪化で製造業

を中心に設備投資を手控える可能性には注意が必要だ。 
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（注）シャドーは景気後退期。
（出所）経済産業省、内閣府統計より大和総研作成
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（注）太線は各指標の3カ月移動平均。
（出所）内閣府統計より大和総研作成

外需

非製造業
(船舶・電力除く)(右軸)

製造業（右軸）

10-12月期
見通し

（兆円） （兆円）

https://www.dir.co.jp/report/research/economics/japan/20221215_023489.html
https://www.dir.co.jp/report/research/economics/japan/20221228_023528.html
https://www.dir.co.jp/report/research/economics/japan/20221214_023483.html
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2022 年 11 月の全国コア CPI（生鮮食品を除く総合）

は前年比＋3.7％と、1981 年 12 月以来の高い伸び率を

記録した。内訳を見ると、財の伸び率が拡大した一方、

サービスの伸び率は鈍化した。非耐久消費財ではエネル

ギーの伸び率が縮小したが、食料品の値上げの影響でコ

ア CPIへの寄与度が拡大した。一方、サービスでは全国

旅行支援の影響で「宿泊料」の下落幅が一段と拡大した。 

先行きのコア CPI は、2023 年 1-3 月期から 7-9 月期

にかけてエネルギー高対策の効果で伸び率が大幅に低

下するが、同効果が剥落する 10-12月期以降は再び上昇

するだろう。物価の基調としては、需給ギャップの改善

などを背景に緩やかな上昇が続くとみている。 

 

2022年 11月の家計調査によると、二人以上世帯の実

質消費支出（季節調整値）は前月比▲0.9％と 3 カ月ぶ

りに減少した。10大費目では、「被服及び履物」や「家

具・家事用品」など 8 費目が前月から減少した。「被服

及び履物」では、月後半の平均気温が平年よりも高かっ

たことから、冬物アウターなどの需要が落ち込んだ。「家

具・家事用品」では、天候要因によりエアコンの需要が

落ち込んだほか、電気冷蔵庫などが全体を押し下げた。 

12 月の個人消費は横ばい圏で推移したとみられる。

2023 年 1 月以降は緩やかな回復基調を辿ろう。自動車

を中心に耐久財消費の大幅な増加が期待される。ただ

し、物価高などが消費に与える影響には注意が必要だ。 

 

2022 年 11 月の完全失業率（季節調整値）は 2.5％と

3カ月ぶりに低下した。失業者数（前月差▲5万人）、就

業者数（同▲23万人）ともに減少し、非労働力人口は同

＋26万人であった。有効求人倍率（季節調整値）は 1.35

倍と前月から横ばい、新規求人倍率（同）は 2.42倍（同

＋0.09pt）と 2カ月連続で上昇した。総じて見れば雇用

環境は回復傾向にある。 

先行きの雇用環境は経済活動の正常化の進展もあっ

て回復が続こう。ただし、対人接触型サービス業の労働

需要が高まる中で、働き手不足が深刻化し始めている。

年末年始の繁忙期に企業が人件費を増やしつつ人員を

確保できたかどうかが注目される。 
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（注１）消費増税と幼児教育・保育・高等教育無償化の影響、旅行支援策による下押しは

大和総研による試算値。

（注２）2020年以前のデータは2015年基準。

（出所）総務省統計より大和総研作成
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https://www.dir.co.jp/report/research/economics/japan/20221223_023517.html
https://www.dir.co.jp/report/research/economics/japan/20221223_023517.html
https://www.dir.co.jp/report/research/economics/japan/20230110_023542.html
https://www.dir.co.jp/report/research/economics/japan/20221227_023524.html
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5 4 3 2 1 0

単位 2022/07 2022/08 2022/09 2022/10 2022/11 2022/12
季調値 2015年＝１００ 96.9 100.2 98.5 95.3 95.5 -
前月比 ％ 0.8 3.4 ▲ 1.7 ▲ 3.2 0.2 -
季調値 2015年＝１００ 94.8 97.5 95.1 93.5 93.4 -
前月比 ％ 1.2 2.8 ▲ 2.5 ▲ 1.7 ▲ 0.1 -
季調値 2015年＝１００ 100.2 100.9 103.8 103.3 103.6 -
前月比 ％ 0.6 0.7 2.9 ▲ 0.5 0.3 -
季調値 2015年＝１００ 122.4 118.7 124.7 119.1 123.0 -
前月比 ％ 3.8 ▲ 3.0 5.1 ▲ 4.5 3.3 -
季調値 2015年＝１００ 99.2 99.8 99.7 100.2 100.0 -
前月比 ％ ▲ 0.5 0.6 ▲ 0.1 0.5 ▲ 0.2 -

機械受注　 民需（船舶・電力を除く） 前月比 ％ 5.3 ▲ 5.8 ▲ 4.6 5.4 - -
前年比 ％ ▲ 5.4 4.6 1.1 ▲ 1.8 ▲ 1.4 -

季調値年率 万戸 82.5 90.3 85.8 87.1 83.8 -
貿易収支 原系列 10億円 ▲ 1444.9 ▲ 2824.8 ▲ 2099.8 ▲ 2175.0 ▲ 2029.0 -
通関輸出額 前年比 ％ 19.0 22.0 28.9 25.3 20.0 -
　輸出数量指数 前年比 ％ ▲ 1.9 ▲ 1.1 3.8 ▲ 0.3 ▲ 3.6 -
　輸出価格指数 前年比 ％ 21.3 23.4 24.2 25.7 24.4 -
通関輸入額 前年比 ％ 47.3 49.8 45.8 53.7 30.3 -
実質消費支出　二人以上の世帯 前年比 ％ 3.4 5.1 2.3 1.2 ▲ 1.2 -
実質消費支出　勤労者世帯 前年比 ％ 1.7 5.9 2.6 0.7 ▲ 3.1 -
小売業販売額 前年比 ％ 2.4 4.1 4.8 4.4 2.5 -
百貨店・スーパー 販売額 前年比 ％ 3.3 4.3 4.8 4.9 3.0 -

季調値 2015年＝１００ 97.6 97.7 98.2 98.2 - -
現金給与総額（本系列） 前年比 ％ 1.3 1.7 2.2 1.4 0.5 -
所定内給与（本系列） 前年比 ％ 0.9 1.5 1.4 1.0 1.5 -

労働力調査　 完全失業率 季調値 ％ 2.6 2.5 2.6 2.6 2.5 -
有効求人倍率 季調値 倍率 1.29 1.32 1.34 1.35 1.35 -
新規求人倍率 季調値 倍率 2.40 2.32 2.27 2.33 2.42 -
全国　生鮮食品を除く総合 前年比 ％ 2.4 2.8 3.0 3.6 3.7 -
東京都区部　生鮮食品を除く総合 前年比 ％ 2.3 2.6 2.8 3.4 3.6 4.0

前年比 ％ 9.3 9.6 10.3 9.6 9.7 10.2
先行指数　CI - 2015年＝１００ 99.3 101.6 98.2 98.6 97.6 -
一致指数　CI - 2015年＝１００ 99.8 101.3 100.8 99.6 99.1 -
遅行指数　CI - 2015年＝１００ 97.3 98.7 99.0 99.2 100.9 -
現状判断DI 季調値 ％ポイント 43.8 45.5 48.4 49.9 48.1 47.9
先行き判断DI 季調値 ％ポイント 42.8 49.4 49.2 46.4 45.1 47.0

（注）毎月勤労統計は本系列ベース。

（出所）経済産業省、内閣府、国土交通省、財務省、総務省、厚生労働省、日本銀行より大和総研作成

鉱工業指数

生産

出荷

在庫

在庫率

第3次産業活動指数

住宅着工統計　 新設住宅着工戸数

貿易統計

家計調査

商業動態統計

消費総合指数　実質

毎月勤労統計

一般職業紹介状況

消費者物価指数

国内企業物価指数

景気動向指数

景気ウォッチャー
指数

月次統計月次統計

9 6 3

単位 2022/03 2022/06 2022/09 2022/12

前期比 ％ ▲ 0.5 1.1 ▲ 0.2 -

前期比年率 ％ ▲ 1.8 4.5 ▲ 0.8 -
民間最終消費支出 前期比 ％ ▲ 1.0 1.7 0.1 -
民間住宅 前期比 ％ ▲ 1.7 ▲ 1.9 ▲ 0.5 -
民間企業設備 前期比 ％ ▲ 0.4 2.0 1.5 -
民間在庫変動 前期比寄与度 ％ポイント 0.8 ▲ 0.3 0.1 -
政府最終消費支出 前期比 ％ 0.5 0.7 0.1 -
公的固定資本形成 前期比 ％ ▲ 3.1 0.7 0.9 -
財貨・サービスの輸出 前期比 ％ 1.2 1.5 2.1 -
財貨・サービスの輸入 前期比 ％ 3.7 1.0 5.2 -
内需 前期比寄与度 ％ポイント 0.0 1.0 0.4 -
外需 前期比寄与度 ％ポイント ▲ 0.5 0.1 ▲ 0.6 -

前期比 ％ 0.2 1.0 ▲ 0.7 -
前期比年率 ％ 0.7 3.9 ▲ 2.9 -

前年比 ％ 0.4 ▲ 0.2 ▲ 0.3 -
前年比 ％ 7.9 7.2 8.3 -
前年比 ％ 13.7 17.6 18.3 -
前年比 ％ 5.0 3.5 8.0 -
前期比 ％ 0.1 2.3 2.7 -

大企業　製造業 「良い」-「悪い」 ％ポイント 14 9 8 7
大企業　非製造業 「良い」-「悪い」 ％ポイント 9 13 14 19
中小企業　製造業 「良い」-「悪い」 ％ポイント ▲ 4 ▲ 4 ▲ 4 ▲ 2
中小企業　非製造業 「良い」-「悪い」 ％ポイント ▲ 6 ▲ 1 2 6

生産･営業用設備判断DI 大企業 全産業 「過剰」-「不足」 ％ポイント ▲ 1 0 ▲ 1 ▲ 1
雇用人員判断DI 大企業 全産業 「過剰」-「不足」 ％ポイント ▲ 14 ▲ 16 ▲ 17 ▲ 21

(出所)内閣府、財務省、日本銀行より大和総研作成

法人企業統計

日銀短観

売上高（全規模、金融保険業を除く）
経常利益（全規模、金融保険業を除く）

業況判断DI

設備投資
（全規模、金融保険業を除く、ソフトウェアを除く）

GDP

実質GDP

名目GDP

GDPデフレーター

四半期統計

主要統計計数表 
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（出所）内閣府、経済産業省、日本銀行統計より大和総研作成

80

82

84

86

88

90

92

94

96

98

0.7

0.8

0.9

1.0

17 18 19 20 21 22 23

GDPベースの名目設備投資と機械受注

（兆円）（兆円）

（注）機械受注の数値は月次ベース。GDPベースの数値は年率ベース。
（出所）内閣府統計より大和総研作成

民需
（船舶・電力除く、1四半期先行）

GDPベースの
名目設備投資（右軸）

（年）

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

7

8

9

10

11

12

13

14

15

17 18 19 20 21 22

（兆円） （兆円）

法人企業統計ベースの
設備投資

GDPベースの名目設備投資（右軸）

減価償却費

設備投資と減価償却費

（年）

（注）法人企業統計の数値は四半期ベース。GDPベースの数値は年率ベース。
（出所）内閣府、財務省統計より大和総研作成

10.0

10.5

11.0

11.5

12.0

12.5

13.0

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

17 18 19 20 21 22

機械受注（船舶・電力除く民需）と法人企業統計設備投資

（兆円） （兆円）

民需（船舶・電力除く）

法人企業統計設備投資
（右軸）

（年）

民需見通し

（注）数値は四半期ベース。
（出所）内閣府、財務省統計より大和総研作成

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.1

0.4

0.7

1.0

1.3

1.6

1.9

17 18 19 20 21 22

需要者別機械受注

（年）

（注）太線は各指標の3カ月移動平均。
（出所）内閣府統計より大和総研作成

外需
非製造業
(船舶・電力除く)(右軸)

製造業(右軸)

（兆円）

10-12月期
見通し

（兆円）

設備 
 

 

 

 

 



 
7 / 13 

 

 
  

 
 

 

 

 

0

50

100

150

200

250

17 18 19 20 21 22

対アメリカ合衆国 対ＥＵ

対アジア 対中国

対中東 対ロシア

相手国・地域別自動車輸出台数

（注）季節調整は大和総研。
（出所）財務省統計より大和総研作成

（年率、万台）

（年）

-10

-5

0

5

10

15

20

25

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11

19 20 21 22

外貨建て輸出物価 為替要因 円建て輸出物価

輸出物価の要因分解

（前年比、％、％pt）

（出所）日本銀行統計より大和総研作成

（月）
（年）

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11

19 20 21 22

数量要因 価格要因 輸出金額

輸出の要因分解

（前年比、％、％pt）

（注）変化率は近似のため要因の和と必ずしも一致しない。
（出所）財務省統計より大和総研作成

（月）
（年）

50

60

70

80

90

100

110

120

130

17 18 19 20 21 22

対米国 対EU 対アジア 対世界

相手国・地域別輸出数量 （内閣府による季節調整値）

（2015年＝100）

（出所）財務省統計より大和総研作成

（年）

0

50

100

150

200

250

300

17 18 19 20 21 22

原動機 事務用機器
電算機類 金属加工
建設・鉱山用機械 加熱・冷却用機器
ポンプ・遠心分離機 荷役機械

一般機械工業 輸出内訳

（10億円）

（注）季節調整は大和総研。
（出所）財務省統計より大和総研作成

（年）

0

100

200

300

400

500

600

0

50

100

150

200

17 18 19 20 21 22

映像機器 映像記録・再生機器
音響機器 音響・映像機器の部分品
通信機 電気計測機器
重電機器 半導体等電子部品（右軸）

電気機械工業 輸出内訳

（10億円）

（年）

（10億円）

（注）季節調整は大和総研。
（出所）財務省統計より大和総研作成

電気機械工業 輸出内訳電気機械工業 輸出内訳電気機械工業 輸出内訳電気機械工業 輸出内訳電気機械工業 輸出内訳電気機械工業 輸出内訳電気機械工業 輸出内訳電気機械工業 輸出内訳電気機械工業 輸出内訳電気機械工業 輸出内訳電気機械工業 輸出内訳電気機械工業 輸出内訳電気機械工業 輸出内訳電気機械工業 輸出内訳電気機械工業 輸出内訳

貿易 

 

 

 

 

 

 



 
8 / 13 

 

 

 

-15

-10

-5

0

5

10

15

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11

19 20 21 22
貸家 分譲マンション
持家 分譲一戸建て
新設住宅着工戸数

（前年比、％、％pt）

住宅着工戸数 利用関係別寄与度住宅着工戸数 利用関係別寄与度

（月）
（年）

-15

-10

-5

0

5

10

15

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11

19 20 21 22

首都圏 中部圏 近畿圏

その他地域 全国

（前年比、％、％pt）

住宅着工戸数 都市圏別寄与度

（出所）国土交通省統計より大和総研作成

（月）
（年）

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

17 18 19 20 21 22

名目住宅投資

建築着工予定額 居住用（3カ月移動平均値）

名目住宅投資と建築着工予定額

（注）建築着工予定額の季節調整は大和総研。
（出所）内閣府、国土交通省統計より大和総研作成

（年率、兆円）

（年）

60

70

80

90

100

110

120

130

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11

19 20 21 22

新設住宅着工戸数 （季調済年率、右軸） 新設住宅着工戸数 （前月比）

（万戸）（％）

（出所）国土交通省統計より大和総研作成

新設住宅着工戸数

（月）
（年）

0

10

20

30

40

50

17 18 19 20 21 22

持家 貸家 分譲マンション 分譲一戸建て

住宅着工戸数 利用関係別推移

（年率、万戸）

（年）

（注1）季節調整値（年率換算）。

（注2）分譲マンション、一戸建ての季節調整は大和総研。

（出所）国土交通省統計より大和総研作成

（出所）国土交通省統計より大和総研作成

住宅 
 

 

 

 

 

 



 
9 / 13 

 

 

 

-18
-16
-14
-12
-10
-8
-6
-4
-2
0
2
4
6
8

10
12
14
16

17 18 19 20 21 22

消費支出（実質）
消費支出（除く住居等、実質）

消費支出

（前年比、％）

（注）2018年～2019年は変動調整値。
（出所）総務省統計より大和総研作成

（年）

265

270

275

280

285

290

295

300

305

310

315

85

90

95

100

105

110

17 18 19 20 21 22

消費総合指数とGDPベースの消費

（2015年=100）

（注）シャドーは景気後退期。
（出所）内閣府統計より大和総研作成

（兆円）

GDPベースの

民間最終消費（右軸）

消費総合指数

(年)

40

50

60

70

80

90

100

110

120

130

17 18 19 20 21 22 （年）

小売業計 各種商品小売業

織物・衣服・身の回り品小売業 自動車小売業

（出所）経済産業省統計より大和総研作成

業種別商業販売額 季節調整済指数

（2015年=100）

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

17 18 19 20 21 22 （年）

百貨店 スーパー

（出所）経済産業省統計より大和総研作成

百貨店・スーパー販売額 季節調整済指数

（2015年=100）

90

95

100

105

110

115

17 18 19 20 21 22 （年）

CTIマクロ CTIミクロ CTIミクロ（3カ月移動平均)

（注）CTIミクロは2人以上世帯の季節調整値。

（出所）総務省統計より大和総研作成

実質消費動向指数（CTI）の推移

(2020年=100)

7

8

9

10

11

12

13

0

1

2

3

4

5

17 18 19 20 21 22

耐久財 半耐久財 非耐久財(右軸) サービス(右軸)

（万円）

（注）2019年は変動調整値。
（出所）総務省統計より大和総研作成

（年）

財・サービス別消費支出（二人以上の世帯・実質）

（万円）

消費 
 



 
10 / 13 

 

 
 

 
  

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2

3.41.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

17 18 19 20 21 22

有効求人倍率 完全失業率 （右軸、逆目盛)

(注) シャドーは景気後退期。
（出所）内閣府、総務省、厚生労働省統計より大和総研作成

完全失業率と有効求人倍率

（％）（倍）

（年）

30

40

50

60

70

80

90

100

110

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4

2.6

17 18 19 20 21 22

（万件）

新規求人倍率 新規求人数 （右軸）

新規求職申込件数 （右軸）

新規求人倍率

（出所）厚生労働省統計より大和総研作成

（年）

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11

19 20 21 22

定年、雇用契約満了 勤め先都合

自発的失業 学卒未就職者

新たに収入を得る必要 その他

完全失業者数

（出所）総務省統計より大和総研作成

（前年差、万人）

求職理由別完全失業者数

（月）
（年）

-15

-10

-5

0

5

10

15

17 18 19 20 21 22

小売販売額 名目雇用者所得

（注1）名目雇用者所得＝現金給与総額の2020年平均値×名目賃金指数
（現金給与総額、2020年基準）/100×非農林業雇用者数。

（注2）毎月勤労統計のデータは本系列を使用。
（出所）経済産業省、厚生労働省、総務省統計より大和総研作成

（前年比、％）

（年）

小売販売額と名目雇用者所得現金給与総額 要因分解

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11

19 20 21 22

（月）

(年)

所定内給与 所定外給与
特別給与 現金給与総額

（注）本系列を使用。
（出所）厚生労働省統計より大和総研作成

（前年比、％、％pt）

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

17 18 19 20 21 22
(年)

所定内給与（本系列）

所定内給与（共通事業所ベース）

完全失業率（右軸・逆目盛）

（出所）総務省、厚生労働省統計より大和総研作成

(％)（前年比、％）

労働需給と賃金

（倍）

雇用・賃金 

 



 
11 / 13 

 

 
 

 

-60

-40

-20

0

20

40

60

80

100

120

19 20 21 22
(年)

大企業 製造業 中堅 製造業

中小 製造業 大企業 非製造業

中堅 非製造業 中小 非製造業

経常利益

（出所）財務省統計より大和総研作成

経常利益 規模別業種別寄与度

（前年比、％、％pt）

-80

-60

-40

-20

0

20

40

60

80

100

120

19 20 21 22
(年)

売上高要因 人件費要因

変動費要因 その他固定費要因

経常利益

（出所）財務省統計より大和総研作成

経常利益の要因分解

（前年比、％、％pt）

-60

-30

0

30

60

90

120

150

180

17 18 19 20 21 22
(年)

非製造業 素材業種 加工業種 全産業

業種別経常利益 全規模全産業

（前年比、％）

（注）素材業種：繊維、木材、紙パ、化学、窯業、石油・石炭製品、鉄鋼、非鉄
金属。
加工業種：食料品、印刷、金属製品、はん用機械、生産用機械、業務用
機械、電気機械、情報通信機械、輸送用機械、その他製造業。
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（注2）季節調整は大和総研。
（出所）財務省統計より大和総研作成
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（出所）総務省統計より大和総研作成
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